
単位（円）

勘   定   科   目 金　　　額 勘   定   科   目 金　　　額

流    動    資    産 185,281,614 流    動    負    債 32,834,097

現 金 及 び 預 金 158,826,478 買 掛 金 1,862,690

売 掛 金 12,646,395 未 払 費 用 25,872,807

棚 卸 資 産 1,804,219 預 り 金 544,600

未 収 入 金 11,143,279 未 払 法 人 税 等 762,800

立 替 金 721,243 未 払 消 費 税 3,791,200

仮 払 金 280,000

貸 倒 引 当 金 △ 140,000

固    定    資    産 67,112,241

有形固定資産 2,629,482

工 具 器 具 及 備 品 634,394

貸 付 消 費 設 備 1,995,088 負      債     合     計 32,834,097

無形固定資産 74,984 株    主    資    本 219,559,758

電 話 加 入 権 74,984 資本金 3,000,000

利益剰余金 216,559,758

投資その他の資産 64,407,775 　利 益 準 備 金 750,000

出 資 金 100,000 　その他利益剰余金 215,809,758

長 期 預 ヶ 金 51,047,398   別 途 積 立 金 205,000,000

長 期 前 払 費 用 13,260,377   繰 越 利 益 剰 余 金 10,809,758

純   資   産   合   計 219,559,758

資 産 合 計 252,393,855 負 債 ・ 純 資 産 合 計 252,393,855

貸    借    対    照    表
令和２年１２月３１日 現在

資     産     の     部 負     債     の     部

純　　資　　産　　の　　部



 

個 別 注 記 表 

自 令和 2 年  1 月  1 日 

至 令和 2 年 12 月 31 日 

 

Ⅰ. 重要な会計方針に係る事項に関する注記 

  1. 資産の評価基準および評価方法 

棚卸資産の評価基準および評価方法 

 最終仕入原価法による原価法によっております。 

2. 固定資産の減価償却の方法 

有形固定資産 

定率法によっております。ただし平成 10 年 4 月 1日以降に取得した建物、ならびに、平

成 28年 4月 1日以降に取得した建物附属設備および構築物については定額法によってお

ります。 

無形固定資産 

定額法によっております。 

3. 引当金の計上基準 

貸倒引当金 

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については法人税法の規定による法定

繰入率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不

能見込額を計上しております。 

4. その他貸借対照表の作成のための基本となる重要事項 

  ① リース取引の処理方法 

リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取

引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっております。 

   ② 消費税等の会計処理 

     消費税等の会計処理は、税抜方式によっております。 

 

Ⅱ.  当期純利益 

    当期純利益は 9,095,450 円であります。  

 


